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俊 
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明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
新

し
い
年
が
夢
と
希
望

に
満
ち
た
年
で
あ
り

ま
す
よ
う
に
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
二
十
三
年
三
月
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震

災
か
ら
一
年
と
十
か
月
過
ぎ
ま
し
た
が「
が
ん
ば

れ
・
日
本
」の
合
言
葉
に
絆
を
深
め
、一
日
も
早
い

復
旧
・
復
興
に
力
を
合
わ
せ
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

　

政
治
・
経
済
・
生
活
・
社
会
環
境
も
不
透
明
の
状

況
が
続
い
て
お
り
ま
す
が
、衆
議
院
選
挙
の
結
果

で
政
治
も
落
ち
着
き
、経
済
不
況
も
一
日
も
早
く

改
善
さ
れ
る
こ
と
を
切
望
し
て
や
み
ま
せ
ん
。激

動
の
世
相
の
中
に
あ
っ
て
弓
道
の
道
を
志
し
、自

己
の
修
練
に
励
む
こ
と
の
で
き
る
幸
せ
を
感
じ
て

自
己
を
練
磨
し
、人
間
と
し
て
夢
と
希
望
の
も
て

る
明
る
い
社
会
の
創
造
に
貢
献
し
て
い
き
た
い
も

の
で
す
。

　

県
弓
連
の
事
業
は
全
弓
連
の
事
業
の
流
れ
に
沿

っ
て
進
行
す
る
こ
と
が
主
流
で
あ
り
、全
弓
連
や
県

体
協
も
公
益
財
団
法
人
化
さ
れ
、新
し
い
体
制
で
動

き
出
し
て
一
年
余
を
経
過
し
、い
よ
い
よ
事
業
内
容

の
充
実
が
問
わ
れ
る
年
に
入
る
こ
と
か
ら
、さ
ま
ざ

ま
な
改
善
内
容
が
検
討
さ
れ
て
お
り
ま
す
。県
弓
連

も
同
様
に
検
討
を
重
ね
て
、会
員
各
位
と
と
も
に
現

代
弓
道
界
に
即
応
し
た
事
業
を
取
り
入
れ
る
時
と

考
え
ま
す
。一
層
の
ご
指
導・
ご
協
力
を
切
望
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
二
十
四
年
の
県

弓
連
を
総
括
し
て
み
ま

す
と
、平
成
二
十
三
年

春
の
叙
勲
で
山
川
茂
樹

名
誉
会
長
が
旭
日
双
光

章
を
受
章
さ
れ
た
こ
と

か
ら
全
弓
連
の
功
労
者

表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し

た
。続
い
て
今
日
ま
で
の
業
績
が
認
め
ら
れ
て
、長

野
県
体
育
協
会
か
ら
有
功
章
に
降
旗
昭
雄
先
生
と

古
澤
金
蔵
先
生
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。誠
に
お
め

で
た
く
、県
弓
連
あ
げ
て
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

第
六
十
七
回
岐
阜
国
体
で
は
隣
県
で
の
開
催
と

あ
っ
て
、多
く
の
声
援
も
あ
り
、成
年
男
子
が
近
的

種
目
で
第
三
位
入
賞
、少
年
女
子
も
近
的
種
目
で

第
七
位
に
入
賞
す
る
見
事
な
活
躍
を
見
せ
て
く
れ

ま
し
た
。

　

第
五
十
七
回
全
国
高
校
総
体
弓
道
競
技
が
松
本

市
で
開
催
さ
れ
、個
人
女
子
の
部
で
長
野
県
代
表

の
長
野
日
大
高
校
永
江
有
子
選
手
が
六
位
入
賞
さ

れ
、第
九
回
全
国
中
学
生
弓
道
大
会
に
お
い
て
男

子
団
体
の
部
で
長
野
日
大
中
学
校
チ
ー
ム
が
五
位

に
入
賞
さ
れ
、そ
れ
ぞ
れ「
弓
道
長
野
」の
名
を
高

め
ら
れ
ま
し
た
。

　

年
度
を
締
め
く
く
る
第
四
十
二
回
北
信
越
地
区

弓
道
選
手
権
大
会
、こ
こ
で
の
本
県
選
手
の
活
躍

は
圧
巻
で
し
た
。大
会
は
男
子
有
段
者
の
部
・
女
子

有
段
者
の
部
・
称
号
受
有
者
の
部
の
三
種
別
の
競

い
で
、見
事
三
種
別
と
も
一
位
と
な
り
、個
人
戦
で

の
上
位
を
独
占
す
る

（
出
場
九
選
手
中
五

選
手
が
三
位
ま
で
に

入
賞
）活
躍
で
し
た
。

当
然
総
合
優
勝
で
し

た
が
、過
去
長
野
県

の
総
合
優
勝
は
十
七

回
と
最
も
多
く
次
い

で
石
川
県
の
九
回
と

続
き
ま
す
。う
ち
三
種
別
優
勝
の
完
全
優
勝
は
、本

県
は
五
回
と
な
り
ま
し
た
が
、実
に
平
成
二
年
以

来
の
二
十
二
年
ぶ
り
の
偉
業
と
な
り
ま
し
た
。

　

正
し
く「
弓
道
長
野
」こ
こ
に
あ
り
、驕
る
こ
と

な
く
更
に
前
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
感
じ
ま

し
た
。

　

昇
格
・
昇
段
は
教
士
の
昇
格
は
三
名
と
錬
士
昇

格
は
十
名
が
昇
格
し
、六
段
へ
の
昇
段
は
六
名
で

し
た
。

　

今
年
度
か
ら
施
行
し
た
年
間
優
秀
支
部
表
彰
は

飯
伊
支
部
が
獲
得
し
ま
し
た
。飯
伊
支
部
会
員
の

団
結
し
た
日
々
の
修
練
と
活
動
が
実
証
さ
れ
た
も

の
で
、更
に
一
層
の
精
進
と
活
躍
を
期
待
い
た
し

ま
す
。

　

県
弓
連
の「
期
待
の
星
」で
あ
り
ま
し
た
、故
井

垣
貴
夫
先
生
が
県
弓
連
常
任
理
事
の
現
職
で
二
月

四
日
に
病
の
た
め
五
十
九
歳
の
若
さ
で
急
逝
し
ま

し
た
。生
前
の
ご
尽
力
に
長
野
県
弓
道
連
盟
功
労

感
謝
状
を
お
贈
り
い
た
し
ま
し
た
。

　

以
上
申
し
上
げ
ま
し
た
こ
と
は
、本
人
の
弛
ま

ぬ
努
力
に
よ
る
事
で
は
あ
り
ま
す
が「
弓
道
長
野
」

を
今
日
ま
で
支
え
て
き
て
く
れ
た
先
生（
師
匠
）先

輩
・
同
僚
弓
友
、家
族
の
協
力
へ
の
感
謝
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

弓
道
を
通
じ
て
、自
己
を
研
鑽
し
一
人
の
人
間
と

し
て
心
身
と
も
に
今
よ
り
明
日
に
向
か
っ
て「
切
磋

琢
磨
」更
に
前
進
し
ま
し
ょ
う
。日
々
の
修
練
は
自

己
に
厳
し
く「
基
本
に
忠
実
で
あ
れ
」を
基
調
と
す

れ
ば
必
ず
何
か
得
る
も
の
が
あ
り
ま
し
ょ
う
。

　

新
年
に
あ
た
り
、会
員
各
位
の
目
指
す
自
己
の
目

標
が
達
成
さ
れ
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
あ
げ
ま
す
。

巻

頭

言

切 

磋 

琢 
磨

祝射会　矢渡
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少
し
考
え
方
を
か
え

て
み
た
い
。
国
体
は
文

字
通
り
中
り
が
す
べ
て

の
結
果
を
も
た
ら
し
ま

す
。
で
は
、
そ
の
「
中

り
」
に
つ
い
て
、
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

ぎ
ふ
清
流
国
体
の
県

の
予
選
は
昨
年
（
平
成

23
年
）
12
月
か
ら
始
ま

り
ま
し
た
。
強
化
部
で

は
、
冬
季
間
の
稽
古
に

力
を
入
れ
よ
う
と
1
、
2
、
3
月
と
各
地
区

で
の
強
化
練
習
に
部
員
が
出
か
け
取
り
組
ん

で
き
ま
し
た
。
1
月
の
稽
古
で
は
、
特
に
少

年
男
女
に
は
「
ゆ
が
け
」
の
指
し
方
を
は
じ

め
、
基
本
に
か
え
っ
て
お
互
い
に
確
認
を
し

て
き
ま
し
た
。

2
次
予
選
、
決
定
戦
を
経
て
代
表
選
手
が

決
ま
っ
て
か
ら
は
、
毎
週
の
よ
う
に
強
化
合

宿
が
組
ま
れ
、
北
信
越
国
体
の
全
種
別
の
突

破
を
目
指
し
ま
す
。
こ
こ
で
、
稽
古
の
中
に

「
目
前
の
的
は
、
的
（
て
き
）
に
非あ
ら

ず
」
の

考
え
方
を
入
れ
る
の
が
い
い
よ
う
に
思
い
ま

す
。
そ
れ
は
、
特
に
遠
的
。
60
メ
ー
ト
ル
先

の
大
的
に
矢
を
飛
ば
す
わ
け
で

す
か
ら
、
矢
は
放
物
線
を
描
い

て
的
へ
飛
ん
で
ゆ
き
ま
す
。
よ

く
言
わ
れ
る
の
が
「
ラ
イ
フ
ル

銃
」
で
は
な
い
、
と
い
う
こ

と
。
そ
れ
は
、
ラ
イ
フ
ル
の
弾

は
直
線
的
に
的
に
飛
ん
で
い
き

ま
す
。
多
少
の
風
等
に
は
影
響

を
受
け
ま
す
が
。
私
た
ち
が
用

い
る
和
弓
で
は
そ
う
は
飛
び
ま

せ
ん
。
一
旦
自
分
の
背
丈
よ
り

高
い
「
空
間
」
に
舞
い
上
が
り
、

飛
距
離
に
応
じ
て
落
下
し
て
的

に
到
達
し
ま
す
。
こ
こ
が
、
考

え
ど
こ
ろ
で
す
。
ま
っ
す
ぐ
矢

が
飛
ば
な
い
以
上
、
ど
う
飛
ば

せ
ば
い
い
か
で
す
。

60
メ
ー
ト
ル
先
の
「
的
」
に

狙
い
を
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

強
い
弓
の
人
は
い
い
が
、
少
年

女
子
の
場
合
、
大
抵
は
左
手
拳

に
「
的
」
は
入
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
的
が
見
通
せ
な
け
れ
ば
何

を
目
印
に
す
る
か
、
そ
れ
は
簡

単
で
す
。的
の
後
ろ
に
あ
る「
動

か
な
い
背
景
」
に
目
印
を
見
つ
け
れ
ば
よ
い

の
で
す
。

そ
の
背
景
に
矢
が
届
く
よ
う
「
仰
角
」
を

付
け
、
矢
を
「
空
間
」
に
放
っ
て
あ
げ
れ
ば

よ
い
の
で
す
。

考
え
て
見
て
く
だ
さ
い
。
自
分
が
弓
と
矢

を
持
っ
て
、
射
位
に
立
っ
て
で
き
る
こ
と
の

最
後
を
。
そ
れ
は
引
い
て
き
た
「
矢
を
離
す

こ
と
」
で
す
。
的
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く

矢
を
正
し
い
方
向
、仰
角
に
「
向
い
た
ま
ま
」

離
し
て
あ
げ
れ
ば
よ
い
の
で
す
。
た
だ
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
を
考
え
て
し
ま
い
ま
す
。
選

手
た
ち
も
同
じ
で
す
。
練
習
会
場
で
で
き
て

い
た
こ
と
が
「
試
合
」
に
な
る
と
…
…
。

昨
年
の
お
盆
過
ぎ
の
「
北
信
越
国
体
」
は
、

数
年
後
に
国
体
の
会
場
と
な
る
福
井
県
で
行

わ
れ
ま
し
た
。「
北
信
越
を
突
破
す
る
」、
こ

れ
は
本
国
体
で
「
予
選
通
過
」
以
上
に
匹
敵

す
る
至
難
の
関
門
で

す
。
残
念
な
が
ら
少
年

男
子
は
通
過
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
。「
遠
的

が
中
ら
な
い
」
の
は
、

私
た
ち
強
化
部
の
指

導
不
足
で
す
。
近
的

を
う
ま
く
引
く
少
年

た
ち
で
す
か
ら
、
そ

の
人
た
ち
を
う
ま
く

持
っ
て
い
け
な
か
っ

た
の
は
事
実
で
す
。

私
は
、
成
年
男
子
と

一
緒
に
行
動
し
て
い
た
の
で
、
成
年
男
子
の

経
過
に
つ
い
て
最
後
に
記
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
成
年
男
子
北
信
越
の
レ
ベ
ル
は
ブ
ロ
ッ

ク
が
課
せ
ら
れ
る
前
か
ら
高
い
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
今
年
の
本
国
体
で
ベ
ス

ト
8
で
競
う
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
に
近
的
で

は
北
信
越
か
ら
3
県
進
出
し
て
い
ま
す
。「
国

体
は
中
て
っ
こ
だ
か
ら
」と
言
わ
れ
ま
す
が
、

北
信
越
の
チ
ー
ム
は
射
形
も
よ
く
、
全
日
本

へ
出
場
の
選
手
も
い
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
中

で
入
賞
し
た
選
手
は
「
真
剣
勝
負
」
で
、
臨

ん
で
く
れ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

国
体
の
選
手
た
ち
に
い
た
だ
い
た
、激
励
、

応
援
ほ
ん
と
う
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
高
校
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
支
え
ら
れ
て

稽
古
を
積
め
た
か
ら
こ
そ
の
結
果
で
す
。

目
前
の
的
は
的
︵
て
き
︶
に
非
ず

強 

化 

部　

大　

口　

晴　

男

ぎ
ふ
清
流
国
体　

報
告
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平
成
24
年
度

　

優
秀
支
部
表
彰

　
　
　
　
　

集
計
表

平
成
24
年
度

　

優
秀
支
部
表
彰

　
　
　
　
　

集
計
表

11
月
11
日
福
井
市
で
開
催
さ
れ
た
北
信
越
弓
道
選
手

権
大
会
で
長
野
県
は
男
・
女
各
有
段
者
の
部
、
称
号
受

有
者
の
部
す
べ
て
で
1
位
！　

完
全
総
合
優
勝
を
お
さ

め
ま
し
た
。

個
人
の
部
で
も
男
子
有
段
者
の
部
で
1
・
2
位
、
女

子
有
段
者
の
部
で
2
位
、
称
号
受
有
者
の
部
で
2
・
3
位

と
、
弓
道
長
野
の
実
力
を
い
か
ん
な
く
発
揮
し
ま
し
た
。

【 

成
績 

】

■
団
体（
36
射
）

　

男
子
有
段
者
の
部 

▼ 

1
位　

26
中

　
　
（
中
村
宏　

安
藤
直
貴　

市
川
隆
光
）

　

女
子
有
段
者
の
部 

▼ 

1
位　

22
中

　
　
（
浦
野
恵
未
香　

山
田
静
香　

井
原
寿
恵
）

　

称
号
受
有
者
の
部 

▼ 

1
位　

27
中

　
　
（
志
村
仁　

亀
岡
英
司　

平
澤
敏
弘
）

■
個
人（
12
射
）

　

男
子
有
段
者
の
部

　
　

1
位　

中
村
宏　
　

11
中

　
　

2
位　

市
川
隆
光　

9
中

　

女
子
有
段
者
の
部

　
　

2
位　

山
田
静
香　

9
中

　

称
号
受
有
者
の
部

　
　

2
位　

平
澤
敏
弘　

10
中

　
　

3
位　

亀
岡
英
司　

10
中

弓道合宿予約随時受付中！

野辺山洗心弓道場
近的道場　18人立１ヶ所（床暖房完備）
　　　　　12人立２ヶ所
遠的道場　１ヶ所

帝産ロッヂ
〒 384-1305
長野県南佐久郡南牧村野辺山 1003
HP：http://www.teisanlodge.com/

ご予約・お問い合わせは　0267－98－2861

明けましておめでとうございます

11
月
10
日
開
催
の
標
記
会
議
で
25
年
度
の
連
合

会
関
係
の
行
事
日
程
が
左
記
の
と
お
り
決
定
し
ま

し
た
。
昨
年
か
ら
の
変
更
点
は
地
区
講
習
会
（
称

号
者
の
部
）が
二
日
間
に
な
っ
た
こ
と
で
す
。（
長

野
県
関
係
分
の
み
）

■
北
信
越
地
区
中
央
講
習
会

○
地
区
指
導
者
講
習
会（
金
沢
市
）

5
月
11
・
12
日（
土
・
日
）

○
地
区
指
導
者
育
成
講
習
会（
富
山
市
）

6
月
8
・
9
日（
土
・
日
）

■
北
信
越
地
区
講
習
会（
信
越
の
部
）

○
四
・
五
段
の
部（
飯
山
市
）5
月
19
日（
日
）

○
称
号
者
の
部（
上
越
市
）5
月
18・19
日（
土・日
）

　
（
錬
士
・
教
士
六
段
ま
で
）

■
中
央
審
査

○
錬
士
臨
時
中
央
審
査（
福
井
市
）6
月
16
日（
日
）

○
臨
時
中
央
審
査（
松
本
市
）

9
月
7
・
8
日（
土
・
日
）

■
北
信
越
地
区
連
合
審
査

○
飯
山
市　

6
月
2
日（
日
）

○
射
水
市　

7
月
7
日（
日
）

○
飯
田
市　

10
月
13
日（
日
）

■
北
信
越
地
区
競
技
会

○
弓
道
錬
成
大
会（
金
沢
市
）7
月
28
日（
日
）

○
北
信
越
国
民
体
育
大
会（
新
潟
市
）

8
月
24
・
25
日（
土
・
日
）

○
北
信
越
選
手
権
大
会（
上
越
市
）

11
月
10
日（
日
）

北
信
越
連
合
会　

理
事
会
報
告

理
事
長　

杉
田　

博

第
42
回
北
信
越
選
手
権
大
会

飯　

伊

上
伊
那

諏　

訪

木　

曽

塩　

尻

松　

本

安　

曇

大　

北

南
佐
久

佐　

久

小　

諸

上　

小

長　

鉄

長　

野

須　

高

中　

高

飯　

山

支
部
名

45 18 29 3 0 11 8 0 10 13 4 21 0 10 2 2 3 得
点
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平
成
二
十
四
年
度 

祝
射
会
（
於
塩
尻
市
弓
道
場
）

十
一
月
十
八
日
、
気
温
五
度
の
寒
い
朝
、

二
十
四
年
度
の
祝
射
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
東
信
地
区
の
団
体
バ
ス
到
着
遅
れ
の
ハ

プ
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
も
の
の
、
九
時
半
過
ぎ

に
は
整
列
、
土
川

会
長
の
御
挨
拶
の

中
、
本
年
度
の
長

野
県
実
績
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に

詳
細
な
紹
介
が
あ

り
ま
し
た
。

二
十
三
年
春
に

旭
日
双
光
章
を
受

章
さ
れ
た
山
川
名

誉
会
長
に
全
弓
連

功
労
者
表
彰
、
県

体
育
協
会
か
ら
業

績
を
認
め
ら
れ
た

降
旗
昭
雄
先
生
、

古
澤
金
蔵
先
生
に
県
有
功
章
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

成
績
優
秀
者
と
し
て
、
岐
阜
県
で
開
催
さ

れ
た
第
六
十
七
回
国
民
体
育
大
会
に
於
い

て
天
皇
杯
十
五
位
、
皇
后
杯
十
八
位
の
成
績

に
貢
献
さ
れ
た
成
人
男
子
近
的
第
三
位
の
三

名
の
方
、
少
年
女
子
近
的
第
七
位
の
三
名
の

方
、
松
本
市
で
開
催
さ
れ
た
第
五
十
七
回
全

国
高
等
学
校
総

合
体
育
大
会
に

於
い
て
個
人
女

子
の
部
第
六
位

永
江
有
子
選
手

（
長
野
日
大
高
）、

第
九
回
全
国
中

学
生
弓
道
大
会

に
於
い
て
男
子

団
体
の
部
第
五

位
の
長
野
日
大

中
学
生
チ
ー
ム

の
四
名
が
表
彰

さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
弓
道
長
野
県

の
名
を
高
め
た
次
第
で
す
。

昇
段
・
昇
格
者
に
つ
い
て
は
、
昨
年
度
昇

格
者
が
み
ら
れ
な
か
っ
た
教
士
に
中
野
栄

治
先
生
、
瀧
澤
寿
雄
先
生
、
関
澤
喜
内
先
生

の
三
名
、
錬
士
に
十
名
、
六
段
に
六
名
と
い

う
、
昨
年
度
を
上
回
る
方
々
が
合
格
さ
れ
ま

し
た
。

さ
ら
に
、
今
年
度
よ
り
年
間
優
秀
支
部
の

表
彰
制
度
を
採
り
入
れ
、
二
位
の
二
十
九

ポ
イ
ン
ト
の
諏
訪
支
部
を
大
き
く
引
き
離
し

て
、
四
十
五
ポ
イ
ン
ト
で
見
事
飯
伊
支
部
が

第
一
回
の
優
秀
支
部
に
選
ば
れ
ま
し
た
。
飯

伊
支
部
を
模
範
と
し
て
各
支
部
の
発
展
を
願

う
も
の
で
す
。

今
年
は
、
一
月
、
第
十
二
回
明
治
神
宮
遠

的
大
会
個
人
の
部
で
志
村
選
手
の
優
勝
に
始

ま
り
、
十
一
月
、
明
治
神
宮
奉
納
射
会
有
段

者
の
部
で
中
村
選
手
の
優
勝
で
終
る
と
思
い

平
成
二
十
四
年
度 

祝
射
会
（
於
塩
尻
市
弓
道
場
）
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き
や
、
第
四
十
二
回
北
信
越
弓
道
選
手
権
大

会
に
於
い
て
男
子
、
女
子
有
段
者
の
部
、
称

号
者
の
部
の
三
種
目
の
完
全
優
勝
に
よ
る
総

合
優
勝
（
五
回
目
）
と
い
う
輝
か
し
い
成
績

（
総
合
優
勝
と
し
て
は
十
七
回
目
）
を
納
め

て
終
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
人
の
努
力

は
も
と
よ
り
、
多
く
の
先
輩
方
の
献
身
的
な

働
き
が
大
き
い
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い

と
い
う
お
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
県
弓
連
常
任
理
事
の
現
職
で
、
二

月
に
急
逝
さ
れ
た
故
井
垣
貴
夫
先
生
を
惜
し

み
、
生
前
の
功
労
を
讃
え
感
謝
状
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

表
彰
式
の
後
、
被
表
彰
者
の
代
表
と
し

本
年
度
よ
り
新
し
く
「
優
秀
支
部
表
彰
」

制
度
が
で
き
、
そ
の
第
一
号
と
し
て
飯
伊

支
部
が
受
賞
す
る
こ
と
に
な
り
、
誠
に
光

栄
な
こ
と
と
感
謝
い
た
し
て
い
ま
す
。
当
支

部
に
お
き
ま
し
て
は
、
三
十
年
余
に
亘
り
支

部
運
営
、
発
展
の
為
に
多
大
の
尽
力
を
さ
れ

た
、
前
村
松
支
部
長
よ
り
昨
年
小
生
が
引
き

継
ぐ
事
に
な
り
、
そ
の
運
営
を
い
か

に
す
べ
き
か
思
案
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、「
和
を
以
っ

て
貴
し
と
為
す
」
の
基
本
方

針
の
本
、
守
る
べ
き
は
守

り
、
改
め
る
べ
き
は
改
め

て
、
会
員
各
位
の
協
力
の

上
、「
正
し
く
」「
仲
良
く
」

「
楽
し
く
」
を
モ
ッ
ト
ー
と
し

て
発
足
い
た
し
ま
し
た
。

「
正
し
く
」

県
弓
連
の
一
支
部
で
も
一
つ
の
組
織
で
あ

る
以
上
、
そ
こ
に
は
何
等
か
の
規
律
が
無
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
規
律
に
従
う
こ
と

が
、
一
般
に
正
し
い
こ
と
で
あ
る
と
思
い
ま

す
。
弓
道
に
お
い
て
も
「
射
は
正
し
き
を
己

に
求
む
」
と
言
わ
れ
て
い
る
通
り
、
正
し
い

射
の
習
得
が
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
仲
良
く
」

わ
れ
わ
れ
は
、
支
部
の
一
員
と
し
て
如
何

に
し
た
ら
支
部
の
和
を
期
す
べ
き
か
。
そ
の

た
め
に
は
、
ま
ず
、
お
互
い
に
敬
い
合
い
協

力
し
て
、苦
楽
を
共
に
せ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

端
的
に
い
う
な
ら
、
仲
良
く
せ
ね
ば
な
ら
ぬ

と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
一
手
段
と

し
て
県
連
情
報
や
支
部
内
の
出
来
事
な
ど
、

情
報
の
風
通
し
を
良
く
す
る
よ
う
配
慮
し
ま

し
た
。

「
楽
し
く
」

弓
道
を
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
て
楽
し
む

た
め
に
は
、
弓
が
好
き
に
な
ら
ね
ば

な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
一
つ
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
弓
道
界
を

背
負
っ
て
立
つ
若
手
の
育

成
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
彼

等
に
は
、
人
間
形
成
の
手

段
と
し
て
の
弓
道
の
研
鑽

に
生
き
甲
斐
を
見
出
し
て

行
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
。
ま
た
一
方
で
、
健
康
維
持

と
親
睦
に
弓
道
を
楽
し
む
グ
ル
ー
プ

の
助
成
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
弓
道
界
に
お
い
て
、
自

分
の
存
在
が
何
等
か
の
形
で
役
に
立
っ
て

い
る
と
い
う
自
覚
か
ら
生
ず
る
満
足
感
が
生

き
甲
斐
と
楽
し
み
を
感
じ
る
も
の
と
思
い
ま

す
。以

上
思
い
つ
く
ま
ま
に
書
き
ま
し
た
が
、

県
弓
連
と
飯
伊
支
部
の
益
々
の
発
展
を
祈
念

い
た
し
ま
す
。

「
和
を
以
っ
て
貴
し
と
為
す
」

飯
伊
支
部
長　

篠
田　

知
博

て
山
川
名
誉
会

長
の
お
礼
の
御
挨

拶
、
そ
の
後
土
川

会
長
の
矢
渡
、
一

般
参
加
に
よ
る
一

手
坐
射
の
祝
射

（
八
十
八
名
）、
被

表
彰
者
に
よ
る
答

礼
射
（
三
十
名
）

が
ピ
ー
ン
と
張
り
詰
め
た
雰
囲
気
の
中
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
祝
射
会
の
後
、
十
三
時
三
十

分
か
ら
は
中
信
会
館
に
会
場
を
移
し
祝
賀
会

が
盛
大
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

 

（
広
報　

加
藤
明
美
） 



（6）長野県弓道連盟広報弓 道 な が の第 44 号2013年（平成25年） 1 月 10 日弓 道 な が の（7） 長野県弓道連盟広報 第 44 号2013年（平成25年） 1 月 10 日

次
に
私
の

弓
道
修
練
の

原
点
で
あ
り
、

見
取
り
稽
古

の
対
象
で
あ

っ
て
、
近
く

で
常
に
指
導

を
受
け
る
こ

と
の
で
き
た
先
輩
弓
人
の
先
生
方
に
つ
い
て

述
べ
て
お
き
た
い
。

教
士
六
段
小
川
弥
作
先
生
は
、
初
代
の
弓

道
部
長
で
、
部
長
を
十
一
年
間
務
め
、
こ
の

間
弓
道
場
の
改
築
や
、
南
信
三
郡
対
抗
射
会

を
計
画
し
て
中
日
新
聞
社
か
ら
優
勝
旗
を
寄

贈
し
て
貰
う
等
、
弓
道
普
及
発
展
に
功
績
を

残
し
た
。

教
士
六
段
三
沢
孔
文
先
生
は
、
二
代
上
伊

那
支
部
長
に
就
任
、
理
論
的
な
指
導
で
多
く

の
弓
道
人
を
育
て
た
。
教
士
六
段
弾
塚
先
生

は
三
沢
先
生
の
門
弟
で
あ
る
。
先
生
が
寄
稿

し
た
「
弓
と
矢
の
話
」（
伊
那
路
第
十
一
巻

第
六
号
）
に
は
、
当
時
の
伊
那
谷
の
弓
道
の

様
子
が
詳
細
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

教
士
七
段
高
木
太
市
先
生
は
、
二
代
体
協

弓
道
部
長
、六
代
上
伊
那
支
部
長
を
務
め
た
。

指
導
力
に
優
れ
た
先

生
で
、
先
生
に
指
導
を

受
け
れ
ば
悪
癖
も
直
っ

て
し
ま
う
程
、
私
も
先

生
か
ら
指
導
を
受
け
て

多
く
の
こ
と
を
学
ぶ
こ

と
が
で
き
た
。

教
士
七
段
酒
井
一
美

先
生
は
、
飯
島
陣
屋

弓
道
場
で
武
徳
会
教
士

六
段
北
原
順
一
先
生
に

師
事
。
美
し
く
品
格
の

あ
る
弓
は
常
に
私
の
手

本
で
あ
り
憧
れ
で
あ
っ

た
。
先
生
は
四
代
・
七

代
上
伊
那
支
部
長
を
務
め
、
現
在
も
続
い

て
い
る
支
部
遠
的
大
会
の
優
勝
杯
を
寄
贈
し

た
。教

士
六
段
弾
塚
寛
先
生
は
、
自
宅
に
弓
道

場
を
持
っ
て
後
輩
の
指
導
に
あ
た
っ
た
。
先

生
に
す
す
め
ら
れ
て
弓
の
道
に
入
っ
た
私
の

大
恩
師
で
あ
る
。
先
生
と
の
出
会
い
が
な

か
っ
た
ら
私
の
弓
は
な
か
っ
た
。
八
代
上
伊

那
支
部
長
を
務
め
、
県
弓
連
常
任
理
事
、
理

事
長
、
副
会
長
を
歴
任
し
た
。
弓
は
品
格

が
あ
り
、
的
中
率
も
高
く
、
全
日
本
勤
労
者

選
手
権
大
会
・
国
体
に
数
多
く
出
場
し
て
競

技
選
手
と
し
て
活
躍
し
た
。
ま
た
国
体
の
監

督
と
し
て
選
手
の
指
導
育
成
に
力
を
尽
く
し

た
。
こ
う
し
た
功
績
が
認
め
ら
れ
文
部
科
学

大
臣
表
彰
を
受
章
し

た
。錬

士
五
段
鈴
木
親

先
生
は
、
信
州
大
学

の
職
員
で
野
辺
山
の

範
士
八
段
亀
岡
武
先

生
に
師
事
、
伊
那
地

方
で
唯
一
の
本
多
流

の
継
承
者
で
あ
る
。

退
職
後
は
自
宅
に
弓

道
場
「
無
名
洞
」
を

建
設
し
て
弓
道
愛
好

者
に
開
放
し
た
。
十

代
上
伊
那
支
部
長
を

務
め
、
後
輩
の
指
導

に
あ
た
る
と
と
も
に
、
支
部
規
約
の
制
定
、

支
部
遠
的
大
会
の
創
設
を
行
い
、
体
協
お
よ

び
支
部
の
発
展
に
力
を
尽
く
し
た
。

教
士
七
段
刈
間
石
雄
先
生
は
、赤
穂
町（
現

駒
ヶ
根
市
）
に
住
み
、
県
弓
連
副
会
長
を
歴

任
し
、
多
く
は
伊
那
市
営
弓
道
場
が
稽
古
の

場
で
あ
っ
た
。
先
生
は
小
笠
原
流
「
歩
射
相

位
弓
」
の
免
許
を
有
し
、
小
笠
原
流
南
信
同

門
会
会
長
を
務
め
、
体
配
の
指
導
に
は
大
変

厳
し
い
先
生
で
あ
っ
た
。
ま
た
先
生
の
力
で

小
笠
原
流
宗
家
清
信
先
生
を
招
聘
し
て
講
習

会
が
開
催
さ
れ
、
直
接
ご
指
導
を
受
け
る
こ

と
が
で
き
た
こ
と
は
大
変
幸
せ
で
し
た
。
弓

道
は
体
配
と
射
技
が
表
裏
一
体
で
あ
り
、
射

の
品
位
・
品
格
に
つ
い
て
小
笠
原
先
生
か

ら
大
き
な
感
銘
を
受
け
た
こ
と
を
今
も
忘

れ
ま
せ
ん
。
そ
の
後
の
私
の
弓
に
大
き
く
影

響
が
あ
っ
た
こ
と
を
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。
こ
の
よ
う
に
刈
間
先
生
は
私
の
弓
に

と
っ
て
忘
れ
る
こ
と
の
で
き
な
い
先
生
で
し

た
。こ

の
よ
う
に
多
く
の
先
生
と
の
出
会
い

や
、
厳
し
い
指
導
、
格
言
や
名
言
、
す
べ
て

が
私
の
弓
の
力
と
な
り
、
原
点
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
幸
せ
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、

今
は
故
人
と
な
ら
れ
て
い
る
先
生
方
に
心
か

ら
お
礼
を
申
し
述
べ
ま
す
。

私
の
弓
道
の
原
点
を
振
り
返
っ
て
︵
後
編
︶

長
野
県
弓
道
連
盟
名
誉
会
長　

山　

川　

茂　

樹

前
号
に
て
、
功
労
者
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
山
川
茂
樹
先
生
に
ご
寄
稿
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
引
き
続
き
、
後
編
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

三沢孔文先生から指導を受けているところ（昭和32年  当時四段）
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私 

と 

弓 

道

木
曽
支
部　

四
段　

松
原  

重
雄

間

紹

介

上
小
支
部　

丸
子
弓
道
会　

髙
木  

涼
子

仲

弓

私
が
弓
道
を
始
め
た
の
は
六
十
五
歳
か

ら
で
す
。
木
曽
義
仲
の
菩
提
寺
、
徳
音
寺

の
境
内
に
あ
る
弓
道
場
で
林
先
生
、
先

輩
の
方
に
教
え
を
受
け
た
の
が
最
初
で
し

た
。
弓
は
簡
単
に
引
け
る
も
の
だ
と
ば
か

り
思
っ
て
い
た
の
で
本
式
に
弓
矢
を
執
っ

て
み
て
、
そ
の
難
し
さ
奥
深
さ
に
驚
嘆
す

る
ば
か
り
で
し
た
。
そ
の
思
い
は
今
も
変

わ
り
ま
せ
ん
が
、
能
の
動
き
を
想
わ
せ
る

一
つ
一
つ
の
所
作
（
型
）
に
こ
れ
ほ
ど
厳

格
さ
を
要
求
さ
れ
る
武
道
は
、
他
に
余
り

無
い
よ
う
に
思
う
の
で
す
。

整
っ
た
呼
吸（
息
合
い
）か
ら
所
作（
型
）

が
整
い
、
整
っ
た
所
作
か
ら
心
が
整
っ
て

く
る
と
行
射
の
度
に
思
い
ま
す
。そ
し
て
、

高
段
者
の
先
生
方
の
流
麗
で
品
格
あ
る
射

を
拝
見
し
、こ
れ
が
弓
道
の
「
型
を
出
た
」

内
か
ら
溢
れ
出
る
美
し
さ
だ
と

感
動
し
ま
す
。

決
し
て
動
か
な
い
相
手
に
正

対
し
た
時
、
動
く
も
の
は
こ
ち

ら
の
心
で
す
。
心
を
無
に
し
て
対

さ
な
け
れ
ば
勝
負
に
な
ら
な
い

と
的
に
向
か
う
度
に
思
う
の
で

す
が
、
的
に
向
か
え
ば
的
中
に
拘

り
、
中
ら
な
け
れ
ば
何
の
彼
の
と

言
い
訳
を
し
、
競
射
に
な
れ
ば
相

平
家
物
語
に
よ
る
と
、
木
曽
義
仲
公
は
旧

丸
子
町
中
心
に
募
兵
し
、
数
千
騎
を
率
い
て

挙
兵
し
平
家
追
討
の
た
め
出
陣
し
ま
し
た
。

義
仲
は
弓
矢
達
人
で
旭
将
軍
と
も
呼
ば
れ

征
夷
大
将
軍
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
丸
子
と
は
深

い
因
縁
が
あ
る
存
在
で
す
。

さ
て
、
丸
子
弓
道
会
は
昭

和
四
十
四
年
一
月
に
発
足
。
木

下
貞
澄
氏
の
呼
び
か
け
で
数

人
が
丸
子
某
銀
行
裏
庭
で
巻

藁
前
練
習
を
始
め
、
次
第
に
人

数
が
増
し
弓
道
場
建
設
機
運

が
高
ま
り
関
係
者
の
熱
意
に

よ
り
「
三
人
立
弓
道
場
」
が
完

成
し
た
の
が
十
一
月
で
す
。

十
年
後
の
昭
和
五
十
四
年

に
丸
子
町
体
育
協
会
へ
加
入

し
、
地
域
貢
献
を
積
極
的
に
開
始
。
弓
道
教

室
、
百
八
射
会
、
二
年
後
に
は
耐
暑
五
十
射

会
が
始
ま
り
ま
し
た
。

道
場
建
設
か
ら
十
二
年
後
の
昭
和
五
十
六

年
、
公
園
法
改
正
に
よ
り
丸
子
公
園
横
に
町

営
六
人
立
弓
道
場
が
建
設
さ
れ
、
こ
れ
ま
で

の
弓
道
場
は
撤
去
さ
れ
跡
地
に
は
遊
具
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
六
年
後
に

初
回
の
木
曽
義
仲
挙
兵
県
下
弓
道
大
会
が

開
催
さ
れ
、
県
内
外
よ
り
弓
友
弓
士
を
丸

子
へ
お
迎
え
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

平
成
十
八
年
に
合
併
に
よ
り
上
田
市
丸

子
弓
道
場
に
な
り
ま
し
た
が
、「
澄
心
館
」

と
い
う
別
名
に
よ
り
こ
れ
ま
で
の
足
跡
を

残
し
て
い
ま
す
。（
資
料
提
供

芹
沢
重
友
錬
士
五
段
）

現
在
堀
内
英
征
会
長
以
下
、

宮
川
登
教
士
七
段
を
筆
頭
に

会
員
数
三
十
三
人
で
、
中
学

生
か
ら
八
十
歳
代
ま
で
の
幅

広
い
年
齢
層
に
よ
り
会
が
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。
弓
以
外

に
も
色
々
な
能
力
が
発
揮
さ

れ
、
矢
道
屋
根
、
石
畳
、
手

す
り
、
幕
布
文
字
（
澄
心
）、

看
板
、
防
寒
幕
の
作
成
か
ら

設
置
な
ど
全
て
会
員
に
よ
る

も
の
で
す
。
そ
し
て
垜
は
特

に
す
ば
ら
し
い
出
来
栄
え
で
す
。
整
備
清

掃
後
の
そ
ば
打
ち
会
や
料
理
自
慢
の
ご
馳

走
を
い
ろ
い
ろ
頂
戴
で
き
る
の
も
楽
し
み

で
、
日
々
の
稽
古
の
糧
と
な
っ
て
い
ま
す
。

弓
友
弓
士
の
皆
様
、
丸
子
の
木
曽
義
仲

挙
兵
県
下
弓
道
大
会
へ
ぜ
ひ
お
出
掛
け
下

さ
い
。
会
員
一
同
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

手
に
勝
ち
た
い
と
思
う
心
の
弱
さ
狭
さ
、

又
、
技
の
拙
さ
を
情
け
な
い
と
思
う
こ
と

し
き
り
で
す
。

日
本
武
道
が
「
心
・
技
・
体
」
と
「
心
」

を
真
っ
先
に
も
っ
て
き
て
い
る
意
味
の
深

さ
を
痛
感
し
ま
す
。
弓
道
は
年
齢
に
関
係

な
く
引
け
、
一
人
で
引
い
て
も
楽
し
く
、

仲
間
と
引
け
ば
互
い
に
高
め
合
い
な
が

ら
一
層
楽
し
い
の
で
す
が
、
ま
た
、
哲
学

に
充
ち
満
ち
た
広
く
深
い
武
道
で
あ
る
と

思
っ
て
い
ま
す
。

射
法
八
節
の
一
節
一
節
に
、
一
日

の
、
一
年
の
、
そ
し
て
、
少
・
青
・
壮
・

老
と
い
っ
た
年
代
の
生
き
方
に
喩
え
ら
れ

る
も
の
が
あ
る
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
よ

く
あ
り
ま
す
。

余
命
を
数
え
る
歳
に
な
っ
た
今
、
弓
道

と
の
出
会
い
に
感
謝
し
、己
の
人
生
の「
残

心
」
を
ど
の
よ
う
に
美
し
く
残
せ
る
か
を

想
い
な
が
ら
一
射
の
精
進
に
努
め
て
い
ま

す
。
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長
野
県
弓
道
支
部
対
抗
競
技
会

○
9
月
2
日（
日
）

長
野
運
動
公
園
弓
道
場

▲
支
部
対
抗
結
果

総
合
優
秀
支
部　

諏
訪
支
部

▲
近
的
団
体
戦（
60
射
）

1
位　

飯
伊
支
部 
41
中

2
位　

諏
訪
支
部 
39
中

3
位　

木
曽
支
部 
36
中

4
位　

上
伊
那
支
部 

36
中

5
位　

松
本
支
部 

34
中

▲
遠
的
団
体
戦（
60
射
）

1
位　

諏
訪
支
部 

43
中

2
位　

飯
伊
支
部 

38
中

3
位　

上
伊
那
支
部 

34
中

4
位　

佐
久
支
部 

32
中

5
位　

飯
山
支
部 

31
中

▲
近
的
個
人
戦（
12
射
）

1
位　

平
澤
敏
弘（
飯
伊
支
部
） 

11
中

2
位　

中
村
宏（
諏
訪
支
部
） 

11
中

3
位　

山
田
静
香（
上
伊
那
支
部
） 

11
中

▲
遠
的
個
人
戦（
12
射
）

1
位　

平
澤
敏
弘（
飯
伊
支
部
） 

12
中

2
位　

小
澤
剛
志（
上
伊
那
支
部
） 

11
中

3
位　

市
川
隆
光（
諏
訪
支
部
） 

11
中

第
47
回 

中
日
本
弓
道
近
的
選
手
権
大
会

○
9
月
9
日（
日
）

愛
知
県
体
育
館
内
特
設
射
場

▲
一
般
男
子
団
体

5
位　

長
野
県
諏
訪
支
部（
中
村
宏
、
吉
澤
忠
秀
、

市
川
隆
光
）

第
29
回 

無
相
大
師
奉
賛
弓
道
大
会(

高
校
の
部)

○
9
月
9
日（
日
）

中
野
市
営
弓
道
場

参
加
数
：
４
６
１
名

▲
団
体
男
子（
3
人
1
組　

 

各
自
8
射　

計
24
射
）

1
位　

長
野
日
大（
佐
藤
悠
成
、
狩
野
森
、
和
田

知
大
） 

17
中

2
位　

長
野
工
業（
澤
田
祥
司
、
永
井
健
太
、
森
山

翔
哉
） 

15
中

3
位　

須
坂（
湯
本
光
、
矢
部
岳
史
、
池
田
祥
之
）

 

15
中

▲
団
体
女
子（
3
人
1
組　

各
自
8
射　

計
24
射
）

1
位　

須
坂（
藤
井
咲
希
、関
屋
明
里
、千
村
瑠
香
）

 

14
中

2
位　

須
坂（
荻
原
若
菜
、
和
田
有
加
里
、
吉
谷

真
由
子
） 

13
中

3
位　

須
坂（
和
歌
月
愛
菜
、
児
島
彩
桂
、
高
橋

真
緒
花
） 

12
中

▲
個
人
男
子（
8
射
）

1
位　

高
橋
佳
大（
北
部
） 

7
中

2
位　

佐
藤
悠
成（
長
野
日
大
） 

7
中

3
位　

近
藤
良（
長
野
商
業
） 

7
中

▲
個
人
女
子（
8
射
）

1
位　

山
本
美
音（
長
野
工
業
） 

6
中

2
位　

千
村
瑠
香（
須
坂
） 

6
中

3
位　

笠
原
優
花（
立
志
舘
） 
6
中

第
54
回 

塩
尻
市
武
道
大
会

○
9
月
16
日（
日
）

参
加
数
：
一
般
64
名
、
高
校
生
１
８
９
名
、

中
学
生
6
名
、
合
計
２
５
５
名

■
団
体
の
部
■

▲
一
般

１
位　

安
曇
野（
田
中
み
ゆ
き
、
永
沼
弘
子
、

丸
山
萬
佐
巳
）

２
位　

大
町
れ
ん
げ（
谷
敏
子
、
荒
井
ゆ
き
子
、

遠
山
昌
信
）

３
位　

長
鉄
ク
ラ
ブ（
山
崎
利
八
、
油
井
博
志
、

中
島
勁
）

▲
高
校

１
位　

美
須
々
男
子
A（
馬
渕
由
行
、
赤
羽
峻
、

本
林
郁
未
）

２
位　

松
商
男
子
B（
百
瀬
桂
太
、
土
屋
洋
輔
、

手
塚
誓
哉
）

３
位　

松
商
女
子
B（
中
島
紫
帆
、
青
柳
真
帆
、

荒
井
朝
也
香
）

▲
中
学

１
位　

翔
皐羽（
三
田
美
央
、眞
島
由
衣
、山
崎
千
夢
）

２
位　

桐
皇（
浅
井
香
那
、
山
田
美
咲
、
庭
屋

く
る
み
）

■
個
人
の
部
■

１
位　

手
塚
誓
哉

２
位　

唐
澤
史
章

３
位　

中
島
紫
帆

４
位　

丸
山
萬
佐
巳

５
位　

川
窪
亮
一

第
67
回 

国
民
体
育
大
会
﹁
ぎ
ふ
清
流
国
体
﹂

○
10
月
6
日（
土
）〜
9
日（
火
）

恵
那
市
ま
き
が
ね
公
園
多
目
的
広
場

（
特
設
弓
道
場
）

▲
少
年
女
子

近
的
7
位
入
賞

▲
成
年
男
子

近
的
3
位
入
賞

第
32
回 
池
田
町
秋
季
県
下
弓
道
大
会

○
10
月
7
日（
日
）

池
田
町
弓
道
場

参
加
数
：
高
校
87
名
、
一
般
42
名
、
計
１
２
９
名

■
個
人
の
部
■

▲
高
校
･
一
般
共
通（
8
射
）

1
位　

金
山
友
香（
美
須
々
女
子
A
） 

8
中

2
位　

岩
垂
優
一（
上
田
千
曲
Ａ
） 

7
中

3
位　

花
見
直
輝（
上
田
千
曲
Ｂ
） 

7
中

■
団
体
の
部
■

▲ 

高
校（
12
射
）

1
位　

美
須
々
女
子
A（
金
山
友
香
、野
口
み
つ
き
、

小
泉
知
央
） 

10
中

2
位　

豊
科
男
子
A（
谷
岡
駿
、
皆
川
裕
作
、
片
瀬

佳
） 

10
中

3
位　

美
須
々
男
子
A（
堀
内
直
輝
、
小
松
祐
太
、

三
澤
一
輝
） 

9
中

▲
一
般（
12
射
）

1
位　

木
曽
義
仲（
広
田
義
照
、
野
田
陽
子
、
林

義
泰
） 

6
中

2
位　

池
田
B（
中
島
端
子
、
中
牧
京
子
、
遠
山

奈
美
） 

6
中

3
位　

池
田
A（
窪
田
和
恵
、
山
田
銹
二
、
山
田

雅
亮
） 

6
中

第
32
回 

飯
山
市
民
弓
道
大
会

○
10
月
7
日（
日
）

飯
山
市
弓
道
場

参
加
数
：
高
校
男
子
17
名
、
高
校
女
子
15
名
、

一
般
男
子
4
名
、
一
般
女
子
8
名

■
団
体
の
部（
48
射
）■

▲
高
校
男
子

1
位　

飯
山
北
B（
和
田
拓
己
、
諏
訪
喜
紀
、
涌
井

颯
太
） 

24
中

▲
高
校
女
子

1
位　

飯
山
北
C（
高
橋
琴
乃
、
川
口
萠
、
松
井

真
帆
） 

23
中

■
個
人
の
部（
16
射
）■

▲
高
校
男
子

1
位　

諏
訪
喜
紀（
飯
山
北
B
） 

10
中

2
位　

涌
井
颯
太（
飯
山
北
B
） 

9
中

大
会
結
果
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3
位　

丸
山
龍
哉（
飯
山
） 

8
中

▲
高
校
女
子

1
位　

高
橋
琴
乃（
飯
山
C
） 

12
中

2
位　

山
本
あ
り
さ（
飯
山
北
D
） 

10
中

3
位　

川
口
萠（
飯
山
北
C
） 

7
中

▲
一
般
男
子

1
位　

飯
田
秀
樹 

9
中

2
位　

岡
田
宏
之 

9
中

3
位　

江
田
浩
二 

8
中

▲
一
般
女
子

1
位　

福
沢
信
子 

9
中

2
位　

本
山
か
え
で 
8
中

3
位　

清
水
和
代 
6
中

第
58
回 

県
下
弓
道
飯
田
大
会

○
10
月
7
日（
日
） 

飯
田
運
動
公
園
県
営
飯
田
弓
道
場

参
加
数
：
２
０
１
名

▲
高
校
男
子
の
部

1
位　

山
里
伸
太
郎（
松
川
下
農
）

2
位　

高
橋
一
輝（
阿
南
C
）

3
位　

大
場
功
貴（
長
姫
A
）

4
位　

山
崎
康
平（
岡
谷
南
A
）

5
位　

市
瀬
康
紀（
駒
ヶ
根
工
）

▲
高
校
女
子
の
部

1
位　

千
葉
仁
奈（
伊
那
北
B
）

2
位　

新
井
花
奈
子（
飯
田
B
）

3
位　

宮
澤
美
紅（
岡
谷
南
A
）

4
位　

濱
島
渚（
伊
那
西
）

5
位　

大
蔵
真
由
莉（
飯
田
A
）

▲
一
般
の
部

1
位　

坪
井
優（
矢
真
飛
）

2
位　

栗
山
節
子（
高
森
）

3
位　

藤
澤
敏
子（
上
郷
）

4
位　

冨
田
万
希
子（
上
飯
田
）

5
位　

中
山
光
康（
座
光
寺
）

▲
団
体
の
部

1
位　

座
光
寺（
棚
田
好
信
、
棚
田
京
子
、
中
山

光
康
）

2
位　

矢
真
飛（
中
村
健
二
、
坪
井
優
、
林
寛
正
）

3
位　

岡
谷
南
A（
女
子
）（
竹
松
葵
、小
林
純
奈
、

宮
澤
美
紅
）

第
61
回 

上
田
市
民
総
合
体
育
大
会 

弓
道
の
部

○
10
月
8
日（
月
・
祝
）

上
田
城
跡
公
園
弓
道
場

参
加
数
：
高
校
１
４
１
名
、 

一
般
20
名

■
高
校
の
部
■

▲
男
子 

個
人

1
位　

近
藤
卓
也（
上
田
千
曲
）

2
位　

大
塚
祐
一（
上
田
東
）

3
位　

志
野
純
也（
上
田
千
曲
）

▲
女
子 

個
人

1
位　

古
越
あ
お
い（
上
田
染
谷
丘
）

2
位　

栗
田
恵
理（
上
田
）

3
位　

山
口
裕
希（
上
田
）

■
一
般
の
部
■

総
合
優
勝　

宮
﨑
完

▲
男
子 

称
号
の
部

1
位　

宮
﨑
完

2
位　

奥
山
雄
三

3
位　

安
藤
教
光

▲
男
子 

有
段
者
の
部

1
位　

征
矢
理
啓

2
位　

手
塚
信
幸

3
位　

佐
藤
忍

▲
女
子
の
部

1
位　

羽
田
利
矢
子

2
位　

渡
邊
園
美

3
位　

柳
澤
知
惠

第
60
回 

全
日
本
実
業
団
弓
道
大
会

○
10
月
20
日（
土
）〜
21
日（
日
）

明
治
神
宮

▲
個
人
戦
交
歓
射
会

3
位　

市
川
隆
光（
諏
訪
市
役
所
・
長
野
県
、

諏
訪
支
部
）

▲
遠
的
男
子
個
人

1
位　

牧
内
和
弘（
中
部
電
力
・
愛
知
県
、

飯
伊
支
部
）

第
10
回 

千
曲
市
長
杯
弓
道
大
会

○
一
般
の
部
10
月
28（
日
）・
高
校
の
部
11
月
3
日（
土
）

千
曲
市
弓
道
場

参
加
数
：
高
校
男
子
31
チ
ー
ム
、

高
校
女
子
29
チ
ー
ム
、
一
般
23
名

■
一
般
の
部（
近
的
8
射
）■

1
位　

高
畑
正
之（
千
曲
） 

6
中

2
位　

飛
知
和
明
弘（
上
小
） 

6
中

3
位　

田
中
和
彦（
千
曲
） 

5
中

4
位　

笠
井
実（
千
曲
） 

5
中

5
位　

岡
田
宏
之（
飯
山
） 

5
中

▲
金
的

窪
田
和
恵（
千
曲
）

■
高
校
の
部
■

▲
男
子
の
部（
各
自
4
射
・
2
回
）

1
位　

塩
尻
志
学
館（
唐
澤
史
章
、
中
村
海
斗
、

中
山
大
、
下
鳥
佑
太
、
川
窪
亮
一
） 

28
中

2
位　

長
野
日
大
B（
佐
藤
悠
成
、
小
野
洸
、

中
村
誠
人
、
和
田
知
大
、
大
宮
樹
） 

28
中

3
位　

長
野
工
業
A（
澤
田
祥
司
、
本
山
大
夢
、

小
林
聖
昌
、
森
山
翔
哉
、
永
井
健
太
） 25
中

▲
女
子
の
部（
各
自
4
射
・
2
回
）

1
位　

篠
ノ
井
C（
祖
山
紗
緒
里
、
原
優
芽
、
倉
石

彩
加
、
竹
前
沙
耶
、
堀
内
真
瑠
） 

26
中

2
位　

長
野（
中
村
亜
美
、
村
松
真
帆
、
岡
村

詩
絵
里
、
八
町
佑
華
、
武
田
莉
紗
） 

22
中

3
位　

長
野
日
大
B（
小
池
優
佳
、
塩
崎
葵
、

青
山
華
穂
、
佐
藤
愛
、
瀧
澤
里
帆
） 

19
中

第
24
回 

国
宝
松
本
城
奉
射
弓
道
大
会

○
11
月
3
日（
土
・
祝
）

松
本
市
弓
道
場

参
加
数
：
高
校
男
子
99
名
、
高
校
女
子
95
名
、

一
般
96
名
、
合
計
２
９
０
名

▲
高
校
個
人
男
子
の
部（
近
的
8
射
）

1
位　

勝
家
優
太（
松
商
学
園
） 

8
中

2
位　

佐
々
木
光（
岡
谷
工
業
） 

7
中

3
位　

松
林
大
貴（
県
ヶ
丘
） 

7
中

4
位　

手
塚
誓
哉（
松
商
学
園
） 

6
中

5
位　

青
木
輝（
深
志
） 

6
中

▲
高
校
個
人
女
子
の
部（
近
的
8
射
）

1
位　

高
橋
知
雅（
県
ヶ
丘
） 

7
中

2
位　

青
柳
真
帆（
松
商
学
園
） 

7
中

3
位　

小
林
な
る
み（
松
商
学
園
） 

7
中

4
位　

菅
渓
子（
深
志
） 

6
中

5
位　

須
賀
友
里
加（
美
須
々
ヶ
丘
） 

6
中

▲
一
般
個
人
の
部（
近
的
8
射
）

1
位　

永
冶
拓
也（
信
州
大
学
） 

7
中

2
位　

上
野
曜（
諏
訪
） 

6
中

3
位　

高
仲
成
人（
上
伊
那
） 

6
中

4
位　

浦
野
恵
未
香（
松
本
） 

6
中

5
位　

亀
岡
英
司（
南
佐
久
） 

6
中

平
成
24
年
度 

明
治
神
宮
奉
納
全
国
弓
道
大
会

○
11
月
3
日（
土
・
祝
）

▲
有
段
者
の
部

1
位　

中
村
宏（
長
野
）　

五
段
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世
阿
弥
の「
花
伝
書
」の「
稽
古
條
々
」を

若
い
頃
に
読
み
合
わ
せ
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
能
の
稽
古
の
心
構
え
を
説
い
た
も

の
で
す
。
内
容
は
ほ
と
ん
ど
忘
れ
ま
し
た

が
、
弓
を
始
め
た
こ
と
で
、
頭
に
染
み
つ

い
た
言
葉
が
二
つ
だ
け
あ
り
ま
す
。

　

ひ
と
つ
は「
稽
古
を
晴
れ
の
舞
台
と
思

え
、
晴
れ
の
舞
台
を
稽
古
と
思
え
」。
よ

く
引
用
さ
れ
る
言
葉
で
す
。
そ
の
つ
も
り

で
稽
古
し
て
も
、
本
番
に
平
常
心
で
立
つ

こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
心
構

え
と
し
て
は
納
得
で
き
る
言
葉
で
す
。

　

今
ひ
と
つ
は「
離
見
の
見
」。「
り
け
ん

の
け
ん
」と
読
み
ま
す
。
離
見
と
は
離
れ

て
み
る
こ
と
、
つ
ま
り
能
の
稽
古
を
す
る

と
き
、
自
分
の
演
じ
る
姿
が
、
客
席
か
ら

見
れ
ば
ど
の
よ
う
に
映
る
か
、
そ
れ
を
頭

に
置
き
な
が
ら
稽
古
し
な
さ
い
、
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

こ
の
言
葉
か
ら
は
、
審
査
の
情
景
が
頭

に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。
考
え
て
み
れ
ば
、

講
習
を
受
け
る
こ
と
然
り
、
見
と
り
稽

古
も
、
日
頃
の
研
鑚
も「
離
見
の
見
」を
向

上
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　

で
、
そ
れ
で
？
、
自
分
の
こ
と
と
な
る

と
、
う
ー
ん
、
大
あ
ま
で
、
世
阿
弥
の
顔

を
拝
め
そ
う
に
は
あ
り
ま
せ
ん
。

 

（
飯
伊
支
部　

松
澤
英
男
）

ひ
と
り
ご
と

第
47
回 

県
下
弓
道
飯
島
大
会

○
11
月
4
日（
日
）

飯
島
町
弓
道
場

参
加
数
：
１
５
８
名

▲
個
人　

学
生（
8
射
）

1
位　

宮
澤
美
紅（
岡
谷
南
B
） 

8
中

2
位　

大
澤
雅（
下
伊
那
農
業
） 

7
中

3
位　

小
木
曽
梨
香（
伊
那
西
C
） 

7
中

4
位　

佐
々
木
光（
岡
工
A
） 

7
中

5
位　

平
林
敦
樹（
東
海
大
三
A
） 

7
中

▲
個
人　

一
般（
8
射
）

1
位　

柴
翔
太（
岡
工
Ｏ
Ｂ
） 
8
中

2
位　

小
澤
剛
志（
弓
魂
） 
8
中

3
位　

川
上
誠（
修
徳
館
） 

8
中

4
位　

中
村
宏（
諏
訪
湖
） 

7
中

5
位　

坪
井
優（
飯
田
混
成
） 

7
中

▲
団
体（
上
位
8
チ
ー
ム
に
よ
る
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
戦
）

1
位　

東
伊
那（
春
日
貴
、湯
澤
幸
司
、湯
澤
敬
二
）

2
位　

修
徳
館（
武
川
勇
、
川
上
誠
、
有
賀
渡
）

3
位　

岡
工
A（
小
澤
慎
太
郎
、
佐
々
木
光
、

岩
原
祐
貴
）

第
42
回 

北
信
越
弓
道
選
手
権
大
会

○
11
月
11
日（
日
）

福
井
県
立
武
道
館
弓
道
場

▲
総
合

1
位　

長
野
県

■
団
体
の
部
■

▲
男
子
有
段
者
の
部

1
位　

長
野
県

▲
女
子
有
段
者
の
部

1
位　

長
野
県

▲
称
号
受
有
者
の
部

1
位　

長
野
県

■
個
人
の
部
■

▲
男
子
有
段
者
の
部

1
位　

中
村
宏（
諏
訪
）

2
位　

市
川
隆
光（
諏
訪
）

▲
女
子
有
段
者
の
部

2
位　

山
田
静
香（
上
伊
那
）

▲
称
号
受
有
者
の
部

2
位　

平
澤
敏
弘（
飯
伊
）

3
位　

亀
岡
英
司（
南
佐
久
）

第
58
回 

東
西
学
生
弓
道
選
抜
対
抗
試
合

○
11
月
24
日（
土
）

伊
勢
神
宮
弓
道
場

▲
射
道
優
秀
賞

清
水
北
登（
信
州
大
学
）　　
　
　
　
　

20
射
19
中

第
2
回 
北
信
越
高
等
学
校
弓
道
新
人
大
会

○
11
月
24
日（
土
）

上
越
市
高
田
公
園
弓
道
場

▲
男
子
団
体

1
位　

松
本
深
志
高
校

2
位　

長
野
日
大
高
校

▲
女
子
団
体

3
位　

飯
田
女
子
高
校

第
36
回 

全
日
本
学
生
弓
道
女
子
王
座
決
定
戦

○
11
月
25
日（
日
）

伊
勢
神
宮
弓
道
場

▲
優
勝

信
州
大
学

▲
最
優
秀
選
手

細
谷
真
奈
実（
信
州
大
学
）

▲
優
秀
選
手

鈴
木
亜
有
実（
信
州
大
学
）

第
68
回 

南
信
弓
道
大
会

○
11
月
25
日（
日
）

飯
田
運
動
公
園
県
営
飯
田
弓
道
場

参
加
数
：
２
４
９
名

■
個
人
の
部
■

総
合
優
勝　

柴
翔
太（
岡
工
Ｏ
Ｂ
）

▲
高
校 

無
段
者
の
部

1
位　

片
桐
亮
平（
下
農
D
）

2
位　

栁
澤
暢
宏（
岡
工
C
）

3
位　

富
濱
紘
夢（
岡
南
D
）

4
位　

市
岡
大
輝（
飯
工
D
）

5
位　

冨
内
琴
乃（
長
姫
E
）

▲
高
校 

有
段
者
の
部

1
位　

柴
翔
太（
岡
工
Ｏ
Ｂ
）

2
位　

戸
田
成
俊（
下
農
C
）

3
位　

上
野
曜（
岡
工
Ｏ
Ｂ
）

4
位　

平
林
敦
樹（
東
海
大
三
）

5
位　

赤
羽
唯
花（
辰
野
A
）

▲
一
般 

参
段
以
下
の
部

1
位　

橋
都
淳（
高
森
B
）

2
位　

佐
野
弘
明（
喬
木
A
）

3
位　

小
松
徹
郎（
駒
ヶ
根
）

4
位　

笠
原
武
明（
松
川
B
）

5
位　

田
中
宏（
高
校
教
員
）

▲
一
般 

四
段
以
上
の
部

1
位　

林
玲
子（
豊
丘
B
）

2
位　

平
澤
敏
弘（
矢
真
飛
）

3
位　

中
村
健
二（
矢
真
飛
）

4
位　

松
枝
敏
広（
豊
丘
B
）

5
位　

常
盤
三
男（
松
尾
）

■
団
体
の
部
■

1
位　

矢
真
飛（
中
村
健
二
、坪
井
優
、平
澤
敏
弘
）

2
位　

豊
丘
B（
林
玲
子
、井
原
寿
恵
、松
枝
敏
広
）

3
位　

岡
谷
工
業
Ｏ
Ｂ（
三
浦
涼
平
、
上
野
曜
、

柴
翔
太
）


